








研究目的 

 未熟児の保育の進歩にともなって I 型網膜症の自然治癒率は増加し,また光凝固,冷凍凝

固による治療の基準も確立されつつある。しかしⅡ型網膜症の発生も依然として跡を絶た

ず,その早期診断や治療には困難な点が多い。 

 そこで今日は昭和 49 年 1 月から昭和 53 年 12 月までに福岡大学病院眼科を受診し,治療

をうけたⅡ型網膜症の患児29名についてretrospectiveにその臨床経過,治療時期,方法な

どについて調査し,若干の知見を得たので報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


